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研究成果の概要（和文）：中国古典詩歌や文言小説などを題材として、中国において井戸や門、橋が如何なる空
間と認識されていたかを考察し、以下の成果を上げた。（１）井戸・門・橋に関する資料ファイルの作成がおお
むね終了した。（２）専門家の協力を得て、2014年7月から8月に中国（武漢）、2016年8月に韓国（金海）でフ
ィールドワークを行い、井戸や門、橋、釣瓶を描いた漢闕や漢代画像石に関する文物資料調査を実施し、成果に
反映させた。

研究成果の概要（英文）：Using classical Chinese poetry and literary novels as our subjects, we 
examined what kind of spaces wells, gates, and bridges are recognized as such in China.  The results
 revealed the following: (1) Creating materials related to wells, gates, and bridges has been mostly
 completed, on which we published an academic paper. (2) With the cooperation of local experts, from
 July to August 2014 in China (Wuhan) and in August 2016 in South Korea (Gimhae), we surveyed the 
literature and collected documentary materials primarily on wells, which are reflected in the 
discussion. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
1980 年代以降、民俗学の分野において、境

界と認識される「場」の研究が活発に行われ

てきた。例えば宮田登氏は、日本各地での調

査および柳田国男氏などによるそれまでの

成果を通して、井戸や橋・辻といった場所で

は怪異が多く発生していることに着目し、こ

のような場所があの世とこの世の接点、すな

わち「境界」と考えられてきたとする。そし

て「死後井戸端に亡霊が出てくるというのは、

井戸を通じてあの世とこの世がつながって

いることを示している。井戸はあの世とこの

世の入り口になるという考えから、出てくる

場所になりやすいのである」と述べる（「妖

怪のトポロジー」『妖怪の民俗学――日本の

見えない闇――』岩波書店、1985 年）。また

飯島吉晴氏は、昔話や年中行事・建築儀礼な

どを通して日本の厠のイメージを分析し、厠

はこの世と異界との「境界的領域」であり、

人やものが別のものに変換する空間である

と結論づけている（「厠考――異界としての

厠――」『竃神と厠神』人文書院、1986 年）。

このような境界と認識される「場」の研究は、

①「箒」や「籠」といった境界の「象徴物」

に関する考察（常光徹「「境界の呪具」――

箒――」『学校の怪談』ミネルヴァ書房、1993

年・近藤直也「節分の籠」『日本民俗学』146、

1983 年）、②境界で行われる「しぐさ」を取

り上げて、その「しぐさ」の意味を検討する

研究（常光徹「「後ろ向き」の想像力」（『し

ぐさの民俗学――呪術的世界と心性――』ミ

ネルヴァ書房、2006 年）、③怪異と遭遇しや

すい夕暮れ時と夜明け時が時間の境界であ

るとする研究（柳田国男「かはたれ時」（『定

本柳田国男集』（4）、筑摩書房、1963 年・小

松和彦「かはたれ時、たそがれ時――神隠し

と隠れんぼのタブー――」（『建築雜誌』106

（13-2）、1991-4）などにも応用された。民

俗学大系として出版された日本民俗学シリ

ーズ『怪異の民俗学』第 8巻が『境界』と題

して発表され、上述した宮田氏・飯島氏をは

じめとした境界研究や境界の理論的研究に

関する論文を多数紹介した上で、境界研究の

現状について整理・分析を行っていることや

（河出書房新社、2001 年、小松和彦編集）、

『怪異の民俗学・境界』の出版後も「境界」

に関連する論著が継続的に発表されている

ことからもわかるように（鯨井千佐登『境界

の現場』（勁草書房、2006 年など）、「境界」

および「境界論」は、今日においても、様々

な事象を読み解くための重要なキーワード

なのである。 

近年、中国文学の領域でも上述の「境界論」

を応用した研究が進んでいる（相田洋『異人

と市――境界の中国古代史――』（研文出版、

1997 年）や、呉裕成（『中国的井文化』天津

人民出版社、2002 年）など）。これらでは、

主に『太平広記』所収の文言小説や史書に描

かれる井戸や橋などについて分析を行い、こ

れらの「場」がこの世と異界との境界として

の役回りを果たしていることを指摘してい

る。先行研究の成果は大変示唆に富んでいる

が、惜しむらくは、文言小説や史書以外の、

井戸や橋を描いた中国古典詩歌や他の文献

資料にあまり関心を払っていない。また、こ

れらの先行研究で採り上げられていない作

品も少なくない。 
 
２．研究の目的 
 

1 で指摘した通り、中国の井戸・門・橋に

関しては、文言小説や史書などを用いた先行

研究で、この世と異界を繋ぐ境界として描か

れているとの指摘がある以外、ほとんど検討

がなされていなかった。しかしこれらを題材

にした文献は数多くある。中国古代において

境界となる「場」にどのようなイメージが附

されていたかを加味することで、作品の新た

な風貌を明らかにし、そこに込められた感慨

をより正確に理解出来ると思われる。 

そこで本課題では、井戸と関わり合いが深



い「釣瓶・壺」に関する作品を分析し、今ま

での研究と合わせて中国における井戸への

イメージを総括した上で、新たに門・橋を検

討課題とし、成果を発表することを目的とし

て設定した。 
 
３．研究の方法 
これまで採用した研究手法は、 

①民俗学などで培われた「境界論」を用い

て分析を行う。 

②厠や井戸を直接的に描いた作品に加え、

空間には欠かせない道具（井戸ならば、轆轤

など）についても検討を進め、より多角的視

点から空間イメージを解明する。 

③ある「場」を中心にその周囲を「めぐる」

行為など、一定の形式をもって繰り返し行わ

れるしぐさの意義を明らかにする。 

以上三点が挙げられる。これらの手法は、

従来中国古典文献を解読する際にはほとん

ど取り入れられていない。中国古典詩や文言

小説研究に新たな領域を開拓するのみなら

ず、中国思想・民俗学・東アジア文学などの

関連分野にも裨益し得る多分野横断的な研

究であり、イラン文学が専門の井本英一氏の

論文（「聖域周回の起源」『イラン研究』9、

2013 年）にも大きく引用・採り上げられて

いることはその証左であろう。 

本課題ではこの研究手法を応用し、さらに

発展させるべく、新たに門・橋を研究対象に

加え、従来ほとんど研究が進んでいなかった、

唐詩などの中国古典詩歌を中心に、中国古典

文献に描かれる井戸・門・橋に関する作品解

釈を行った。その際、先行研究で検討対象と

される機会が多かった文言小説や史書に留

まらず、経書・歴史書・地方誌・中国周辺の

東アジア文献も使用しつつ、民俗学・宗教学

的観点を取り入れるという、新たな手法を採

用した。 

以上のような方法論は、机上の研究だけで

はなく、現地調査も欠かせないことから、井

戸・門・橋が描かれた画像石や画像磚などの

考古物が多く出土している中国にフィール

ドワークに赴いて調査を行い、中国古代にお

けるそれぞれの「場」へのイメージ分析に応

用した。 

 

４．研究成果 
 本研究における成果は以下の通りである。 
 

（１）井戸・門・橋に関する資料ファイルの

作成、データ整理 

 

『四庫全書』や『四部叢刊』『古今図書集

成』『先秦漢魏晋南北朝詩』『全唐詩』『全宋

詞』といったデータベースや CD-ROM、他分野

の資料などを用い、「井」「瓶」「轆轤」「桔槹」

「門」「橋」といった、井戸・門・橋のキー

ワードを詠んだ作品を収集した独自の資料

ファイルを項目別に作成・分類を進め、デー

タの一部はすでに完成した。データを用いた

成果のうち、井戸に関するデータの一部は雑

誌論文などで発表を行い、中国における井戸

描写の特徴や日本との違いなどを明らかに

した。また 2017 年 6 月に、学会発表（査読

有り）の形で、井戸に関する成果を公表する

ことが決まっている。 

門・橋の成果は、2017 年度内に訳注の形で

の公表を目指している。 

 
（２）フィールドワークによる資料収集・文
献調査 
 

井戸や門、橋、釣瓶を描いた漢闕や漢代画

像石に関する研究を進めるべく、2014 年 7月

から 8月に、二松学舎大学専任講師や青山学

院大学非常勤講師らとともに武漢に赴いた。

その際、孟華平湖北省博物館副館長・張成明

研究員・劉徳銀荊州博物館副館長・韓楚文研

究員らと面会し、現地考古文物に関して専門

的理論や最新の研究現状を直接教授しても

らう機会を得た。また、殷代の遺跡である盤

龍城遺跡の現地調査や湖北省博物館所蔵の

文物、荊州博物館所蔵の文物の分析を行った。 



また 2016 年 8月 22 日から 8月 25 日まで

大韓民国でフィールドワーク、資料調査をお

こなった。8月 23 日は国立金海博物館で井戸

から出土した木簡（現物）を調査した他、高

麗大学の朴賢淑先生と懇談、韓国の出土文

物・文学研究の現状や展望を直接教示頂いた。

これらのフィールドワークによる資料収集

の成果は発表論文などにも反映されている。 
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